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１．はじめに 
 
現在，子ども会や自治会のような地域の共同･交流の
機会も衰退し，行政や事業主導となった住民参加型まち
づくりという『場』を設け，限られた地域住民しか関与
せずまちづくりが行われている． 
今後，地域活性化や福祉，環境問題への関心が高まり，
より一層地域住民の自主的な参画や協同が必要不可欠で
ある．そのためには，意欲ある限られた地域住民だけで
はなく，多くの方が無理なくまちに関心を持つことが必
要である．その礎を築くためには，永続的に受け継がれ，
場当たり的な啓蒙ではなく，長期的なまちづくりの理念
と思想を含めた教育が重要となる．特に，まちと密接に
関われる小学生時代に地域への関心を持てる教育を実施
することに意味があると考える． 
この実践として，2004年に東京都中央区常盤小学校の
5年生(1クラス)を対象に，2学期と3学期の総合的な学習
の時間に『日本橋の未来を考える』というテーマの地域
学習を実施した．この教育を通じ，まちへの関心や地域
の愛着を育むきっかけづくり，そして生徒を通じて保護
者をはじめ地域への波及効果を目標とした．この類の地
域学習は，土木計画の分野では数多く実施されてはいる
ものの，実施した後にこの授業を通じて伝えたまちへの
関心や地域への愛着が経年的にみて定着しているかを追
跡している研究事例はほとんどない． 
そこで本研究では，2004年当時の授業が生徒にどのよ
うな効果を与えているのかということを追跡調査する．
継続的に変化を観測し教育の経年変化を知り，今後の教
育プログラムを設計する際の基礎データとなることを目
指している． 
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２．２００４年に実施したまちづくり授業 
 
（１）実施概要 
対 象学校：東京都中央区立常盤小学校 

東京都中央区日本橋本石町4-4-26 
対 象 学 年：小学5年(25名) 
授 業 期 間：2004年9月～2004年12月 3ヶ月間 
授 業回数：25コマ 
 
（２）まちづくり授業のプログラム 
この授業のプログラムは，まず日本橋のまちの未来を
考える機会と新たな日本橋まちづくりのあり方を考える
ことで地域に親しむこと，そして，生徒一人一人の探究
心や問題解決能力，積極的に人にかかわろうとすること，
そして自分の思いを相手に伝えようとする表現力を促す
ことを目的とした． 
具体的な授業設計は表1に示すように，5段階のステッ
プを設け段階的な授業設計を実施した． 
ステップ1 日本橋を知る(地域のことを正しく理解) 
インターネットや図書など様々な情報を収集・整理 
ステップ2 日本橋をみる(現場視察) 
ステップ1で情報を整理した上で，実際に地域を見学 
ステップ3 日本橋を考える(発想を整序し提案作成) 
KJ法から問題を整理し，提案を作成 
ステップ4 日本橋をつくる(模型作成) 
ステップ3で提案を模型としてカタチに創出 
ステップ5 自分たちの提案を発表する(プレゼン) 
自分たちの提案をまちの方にわかりやすく伝える 
 
３．まちづくり授業の追跡調査 
本研究では，2004年にまちづくり授業を受けた当時小
学5年生(現在17歳)とその保護者に対して，「まちづく
り授業が何かをするきっかけとなった」「地域に対する
意識」「地域づくり・まちづくり意識」に関するアンケ
ート調査を実施し，得られたデータをもとに，5人で1グ
ループによるインタビュー調査を実施する．以下に調査
の概要を示す． 



 
ステップ テーマ コマ数 内容 備考

2 日本橋のまちの説明

2 調べ学習

2 日本橋をみる 4 まち歩き

2 グループ分けとグループごとの地域の問題点を整理

3 大学教授によるまちづくりとスケール感覚の授業

2 提案づくり

3 まち歩き

2 模型の下地作り(提案を地図上に落とし込む) 社会科見学授業

2 模型の下地作り(提案を地図上に落とし込む)

2 中間発表と意見交換 保護者参観日

4 模型づくり

3 模型づくり

3 模型づくり

3 模型づくり

3 模型づくり

3 模型づくり

3 発表練習

1 最終学内発表会 全校生徒への発表

2 発表会 保護者・まちの方が参加

1 日本橋を知る

日本橋を考える3

4 日本橋をつくる

自分たちの提案
を発表する

5

 

 
 

（１）調査概要 
授業実施から5年という歳月もありため，本調査は常
盤小学校の校友会(OB会)の協力を頂き，校友会から調査
票を郵送するという方法で実施する．調査票は，当時小
学5年生(25名)と保護者の2種類を作成している．また，
調査票を回収後，アンケート調査項目の内容をより深く
聞くため，グループインタビュー調査を実施する予定で
ある． 
 
（２）調査項目 
本研究において分析に使用した調査項目は，「まちづ
くり授業の可能性」，「日本橋への愛着」，「自分の住
む地域への意識・態度」，「まちづくりへの意識」の4
項目である．調査票においては，個人属性，まちづくり
授業に関する質問項目，まちづくり授業がきっかけとな
り何かをするようになったという現在の態度を設問とす
る． 
また，5年が過ぎていることから，当時のまちづくり
授業実施後のアンケート調査や感想文など個別の生徒の
まちづくりへの関心や提案内容を提示し，当時の記憶を
鮮明にする工夫をする． 
 
 

（３）調査結果を踏まえ整理すること 
a）まちづくり授業の可能性 
表１に示す当時の授業カリキュラムの効果や課題を
明らかにする． 
b）日本橋への愛着・自分の住む地域への意識等 
この授業をきっかけとなった意識や態度，行動の変
化を生徒本人と保護者との意見を収集し，その結果から
まちづくり授業のきっかけと印象づけられている態度を
影響の度合いで整理する． 
 
４．おわりに 
本研究は，まちづくり授業が長期的ないし経年的な
影響について調査を実施する．アンケート調査とインタ
ビュー調査から，このまちづくり授業が影響した態度を
整理し，今後のまちづくり授業の設計の基礎データとし
て整理する．．調査は８月～１０月に実施予定であるた
め，講演時に調査結果を報告したい． 
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図－1 授業の様子 

表－1 授業設計の概要 
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